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第２章

公立図書館における電子図書館化

に関する事例
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　秋田県立図書館における電子図書
館の構築

１　はじめに

公共図書館におけるＩＴの導入は、主に
所蔵資料の提供システムを中心として行わ
れてきたが、近年、インターネット等の普
及により図書館自らが情報や資料を加工し
て発信する電子図書館的なサービスを可能
とする技術基盤が成立された。
　秋田県立図書館においても平成７年度か
ら所蔵資料のデジタル化事業を始め、平成
９年度から１１年度までは文部省（当時）
から委嘱を受けた社会教育施設情報化活性
化事業、平成１２年度からは地元新聞の記
事索引、レファレンスデータベースの作成
を実施した。事業の特徴として地域の潜在
的な資料を所蔵の有無に拘わらず広く収集
し、さらにボランティアも参加しているこ
とが挙げられる。その意味で、電子図書館
の構築は図書館に新たな役割を与える可能
性を秘めている。（資料１）

２　所蔵資料の電子化
  (1)　電子化するにあたって
当館には明治期を中心として多数の古典
籍資料が所蔵されており、それらの資料の
利用度を勘案し、電子化事業を進めている。
現時点で、約７万コマの画像ファイルを作
成した。画像作成時には、将来のネットイ
ンフラの進展に対応するため、マイクロフ
ィルムと４×５フィルムを基本媒体として、
１００Ｋから数十Ｍの異なるファイルサイ
ズを同時に作成している。これらは、資料
への再度のアクセスを将来的にも少なくす
るため必要な処置である。
また、資料の重要度によって撮影方法を
変え、コストパフォーマンスも考慮した。
 (2)　大型絵図の電子化
絵図の電子化にあたっては、新しい画像
提供技術を委託メーカーと共に導入した当
館で所蔵する江戸期の国絵図で最大の物は、
長さ１２ｍから幅６ｍのサイズがあり、通
常の方法での電子化的な提供は困難である。
そこで、ＭＲＳＩＤと呼ばれる新画像フォ
ーマットを利用し、高解像度、高圧縮のフ
ァイルを作成した。この絵図は電子化した
段階では２０Ｇのファイルサイズであるが、

これをＭＲＳＩＤファイルとして５００Ｍ
に圧縮し、高解像度で閲覧が可能となって
いる。その他にＧＩＧＡＶＩＥＷによる高
解像度高速提供ファイルも併せて作成して
いる。
 (3)　画像ＤＢとリンクの作成
  電子化された多数の画像ファイルは適切
なインターフェイスがなければ、利用しに
くい。そこでオラクルベースのＤＢに画像
データと索引データを加えて検索システム
を構築している。
  さらに画像ファイルにはサムネイルを作
成し、その一覧を表示し画像を選択表示で
きるように構成した。

３　地域資料の電子化
  図書館内に所蔵されている資料に限らず、
地域内には数多くの地域資料が存在する。
　その中で民話音声の収集を図った。秋田
県内の語り部１１名に協力して頂き、県立
図書館内でデジタル録音を行った。１話５
分程度を１１０話のＲＥＡＬＭＥＤＩＡに
より、ホームページから提供している。こ
のページでは音声だけではなく、あらすじ
や解説、ことばの説明、関連する図書館資
料の紹介等を加え、より多角的な情報の提
供を試みている。他に県内の祭りを動画デ
ータとして作成し、提供している。
（資料２）
　これらのデータはＣＤ－ＲＯＭとしても
作成し、関係各機関に送付しており、小中
学校からの学習資料としての活用事例も報
告されている。
  また、秋田県内の社会教育施設と連携し、
各機関の所蔵資料の電子化も行っている。
協力施設は、公文書館、博物館、大学、教
育委員会等となっており、通常の図書館資
料に限らず、様々な地域資料の電子化を実
施している。

４　地域データベースの開発
  電子図書館で提供される情報には、歴史
資料に加え、地域に密着した生活情報の提
供が不可欠な要素である。そこで平成１２
年度からレファレンスデータと新聞記事索
引データの作成を開始した。
　新聞記事索引は、地元魁新聞のタイトル
を入力して検索可能としたもので、既に平
成分については、ホームページ上で公開し
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ているが、現在昭和分の遡及入力を行って
いる。
レファレンスデータの作成にあたっては、
担当職員の机上端末から入力可能なインタ
ーフェイスを自館開発し、毎日の業務の中
でデータが蓄積されていく工夫をしている。
これらの蓄積データ利用して、平成１４年
からレファレンスデータベースにして、ホ
ームページで公開している。
（資料３）

５　リンク集の作成
  公共図書館における情報提供として、特
定テーマに沿ったリンク集の存在は、重要
な情報源となる。秋田県立図書館では、地
域のリンク集を提供するとともに、総合的
な学習の時間を支援するための情報リンク
集を作成、提供している。県内各小中学校
の研究紀要を基にして学習キーワードを抽
出し、それに関係するホームページ約３０
００カ所のリンク集を作成した。学校での
公共図書館の有効活用を進めるために公共
図書館利用マニュアルも作成し、併せてホ
ームページ上で提供している。（資料４）

６　情報ボランティアの育成
  図書館ボランティアに対しても、ホーム
ページ作成研修を継続的に実施している。
　県立図書館ホームページ内に、ボランテ
ィアのページを設け、ボランティア活動の
状況を発信している。ボランティアの中に
は高齢者の方々も多く、このような活動は
当初、難しい面もあると考えられたが、実
際にはボランティアの学習意欲が強く、ま
た数度に渡る研修を行ったため、現在は自
立した活動となった。今後も継続して研修
を行い、さらにＩＴ能力を高めながら、情
報ボランティアとして育成していきたい。
また前述した民話のデジタル化についても、
民話ボランティアと図書館情報ボランティ
アに作業活動を移行していくことも試行し
ている。
Ｂ ｔｏ Ｂつまりボランティアからボラン
ティアという間に図書館の技術と機能を使
ってもらうという考え方によるものである。

７　おわりに

  今後は、このような電子図書館の構築をト

ータルでマネージメントすることが、図書館

員にとって必要な能力となる。電子図書館の

技術的な面を理解し、予算要望を始めとして

関係業者との交渉、従来の図書館技術の応用、

地域との連絡調整等、これら一連の作業を調

整実施する能力を持つデジタルライブラリア

ンの育成が急務である。
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資料１

秋田県立図書館ホームページ

http://www.apl.pref.akita.jp/
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資料２

Minwa Isii Zenzo

http://www.apl.pref.akita.jp/apic/Isii.html
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資料 3

REF_DB検索画面

http://www.apl.pref.akita.jp/ref_db/start.php
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資料 4

調べ学習（総合的な学習）に役立つリンク集

http://www.apl.pref.akita.jp/sg/sg_link/sg_link_flame.html
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江別市情報図書館（北海道）における情報

リテラシー教育

〈図書館におけるパソコン教室の試み〉

１　はじめに

　技術（道具）が進歩しても、最初のうちはその上で

使用するコンテンツが不足しがちという状況を、コン

ピュータを含めた新しい技術開発の歴史の中に見るこ

とができる。そして、一部のものは無事にコンテンツ

が増え、デファクトスタンダードとなり生き延びる。

他のものは静かに消えて行く。

　電子図書という存在はコンピュータの普及に伴って

出現したものであるが、実際に利用可能な道具が貧弱

であったと思われる。図書館や自宅に置いてあるパソ

コンの上で電子図書を見ることは今でもできるが、文

庫本のような可搬性には敵わず、この点だけでも電子

図書というものには確実な将来性を認めることはでき

なかった。

　しかし、最近の可搬性に関わる技術進歩は目覚まし

く、「CPU 組込みの液晶ディスプレイ」、「バーチャル

キーボード」などが視野に入るとともに、公共の場に

おける無線ネットワークが増加しつつある今、個人が

気軽に利用し得る電子図書がにわかに現実味を帯びて

きたように思える。

　江別市情報図書館では、電子図書館を目指している

とは言えないまでも、電子図書の活用につながり得る

利用者教育を行ってきている。ここでは、江別市情報

図書館が 14 年間に渡って開催してきた「パソコン教

室」について述べ、その問題点、将来への方向性につ

いて検討する。

２　コンピュータ教室の一場面

　パソコン教室では毎回様々な場面を見ることができ

る。様々な年齢層、男女の別、何でも自分でやろうと

する人、すぐに講師に助けを求める人、マニュアルを

読んで納得しなければ次に進めない人、勘に頼り二進

も三進も行かなくなる人。大変なのは講師である。二

度と同じような受講者の顔触れは拝めないが、受講者

に伝えるべきことは決めてあり、定められた時間、回

数（2時間×6回）の中でこなさなければならない。し

かし、コースの最初の日にはお互いにぎこちない挨拶

をしていても、次第に少しは相手の気心も知れ、相手

に応じた適切な教え方も何とかできるようになる。そ

して最後の 6回目を終える時には、受講生のパソコン

生活が順調に進むよう心から祈りたくなる。何といっ

ても受講生は、パソコンという未知の世界に挑戦して

きた勇気ある人たちであり、講師やパソコン熟練者が

かつて辿ってきた道を新たに辿り始めた人たちである

から。

３　江別市情報図書館とコンピュータ教室

　図書館が開館して14年になるが、「図書館」の前に

「情報」という言葉があることによって、時々注目さ

れたり不審がられたりすることがある。問い合わせの

内容では「特別な図書館ですか？普通の本は置いてい

ないのですか？」というものが多い。実際に情報関連

の図書を、比較的多く用意しているという自負はある

が。

　なぜ図書館にパソコン教室があるのか、情報という

名前がついているのかというと、昭和 63年頃の計画段

階において当時の市長をはじめとする関係者が「これ

からは図書館のコンピュータ管理はもちろんのこと、

パソコン利用教育、コンピュータを利用した市民への

情報提供が重要である」と考えたためである。教室の

目的もコンピュータ利用教育から情報利用教育へ変わ

るとともに、市民への情報提供も専用システムによる

ごく限られた範囲への提供から、インターネット利用

による広範囲への情報提供に変わってきた。

　コンピュータ教室のパソコンは、現時点において 3

世代目にあたるが、パソコン教室受講生の利用、教室

がない時は「開放時間帯」を利用する来館者で大変賑

わっている。

　

コンピュータ学習室開放利用状況
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　当初から「初心者パソコン教室」、「ワープロ入門」、

「表計算教室」を開催してきたが、初心者パソコン教

室は BASIC言語を教えるという、今から考えると初心

者にとっては高度な内容であった。平成 10年度からは

教室内容を再構築し、文字入力からワープロ、表計算

に触れ、最終的にインターネット検索につながるもの

とした。それと同時に受講希望者が増え、平均すると

受講者数の 4倍程度の倍率となった。

　初心者パソコン教室は 2時間／回を 6回開催すると

いうもので、夜間コースを含めると1ヶ月における開

催可能コースは 5回である。

　受講者の傾向としては、午前・午後のコースは女性、

熟年層が多く、夜間コースは社会人が目立つというも

のである。次のグラフは、インターネットを取り入れ

た教室に変更した平成 10 年度以降の受講者数等の推

移である。

初心者パソコン教室開催状況
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　コンピュータ教育を館の方針の一つにしていたが、

開館当初は職員にはそのノウハウが少なかったため、

市内で活躍していたパソコン愛好会に支援を依頼した。

その後、その団体主催のパソコン教室や独自の活動が、

図書館の特徴の一つを形作ってきたとも言える。

　ボランティア団体主催の教室の特徴は、フットワー

クが軽く、その時々の話題に対応した教室を開くこと

が可能、ということである。構成メンバーの得意分野

があり、それだけ多彩な教室開催の可能性を持ってい

る。「デジカメ入門」などの一般的なものから、「ウィ

ルス対策」という少し凝ったものまで、受講希望者が

殺到するものから比較的静かな教室まで多くの教室を

開催している。

４　IT教室との関わり

　平成 13年度からの IT教室は、江別市に新たな状況

をもたらした。公民館 3ヶ所における 20人教室と図書

館における新たな 20 人教室を確保するためのパソコ

ン 84 台の導入である。IT 教室の内容が確定するまで

少しの混乱があったが、図書館においては最終的に今

までの初心者パソコン教室に e-mail の方法を加える

だけで済んだ。結果として図書館ではこれまでの 10

人教室、別の部屋における新たな20人教室を平行して

開催することができるようになった。同じ時間帯で二

つの教室を開催していることも多々あった。

　IT 教室は情報図書館に、「今までの手法・方針は正

しかった」という自信を与えたように思う。さらに他

の公民館における IT教室開催に伴い、図書館での高倍

率がかなり解消されることになったのは、応募者のた

めには喜ばしい限りであった。

５　教室終了後のアフターサポート

　パソコン教室を終了した人から、今後の進むべき方

向などを相談されることがある。目的、習熟度、意気

込みなど人によって違い、一人ひとりをサポートする

ことは不可能であるため、場合によっては前述のパソ

コンボランティア団体を紹介している。

　パソコンに習熟できるかどうかは、本人の努力によ

ることはもちろんであるが、環境にも左右される。こ

の点、ボランティア団体という環境が後ろに控えてい

てくれるのは、図書館にとって心強いものがある。

６　パソコン教室の課題と将来

　初心者パソコン教室講師を担当すると、「パソコン

は初心者に厳しい」ということを実感する。受講生の

受講状況、感想などに現れる達成感などを観察してい

ると、教室受講者のうち、無事（？）にパソコンやイ

ンターネットの世界に入って行けるのは 20％に満た

ないのではないかと推測される。本市でも公民館にお

ける IT講習会を含め、平成 13年度では数多くの受講

者を受け入れた。しかし、各地における開講状況を見

聞きすると、大部分の人にとって「やはりパソコンは

敷居が高かった」と感じるだけのもので終わったので

はないかと思われる。パソコン教室は無駄だから止め

たほうが良い、と言っている訳ではない。無料で一通
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りのパソコン体験が気楽にできる教室を、毎月数コー

ス用意しておくことは、生涯学習の観点からも意義の

あることと思う。

　ただし、コンピュータ社会における目標（現在はイ

ンターネットの利用） 、利用者から求められている目

標、主催者側が設定する目標を一致させるという大切

な仕事をこなす必要がある。

　近い将来、電子図書の利用がパソコン教室の目標に

なることは十分考えられる。

７　ボランティア活動の示すもの

　一般的に公務員はボランティア団体と付き合うのに

慣れていないのかも知れない。自分たち（公務員）の

仕事に立ち入り、混乱をもたらす存在として・・・。

　しかし、図書館において活動している点訳ボランテ

ィア、音訳ボランティア、おはなし会グループそして

パソコンボランティアを見ていると、決してそうでは

なく図書館職員の心強い味方であることの方が多い。

　ボランティア団体の基本的なスタンスは、自分の好

きなことをしながら、人の役に立ちたいというもので

あるように思える。これらの人たちの人的パワー、知

識を生かす環境を整備するのが図書館職員の義務であ

るとともに喜びでもある。

［シニアの集まり（一番活発なグループ）］

８　終わりに

　図書館においてパソコン教室を設置し、実際に受講

生を募集、教室を開催しているところは多くないと思

われる。当初はパソコンの操作、あるいはBASIC言語

を教えるのが目的だったが、今から考えると相当無謀

なことを目指していたものである。コンピュータとは

「勉強」の対象であり、BASIC プログラムの一つや二

つを作ることができるようになって当然と思い、当時

はそのことを筆者も含めてほとんどの人は疑いもしな

かった。そして、現在は教室の内容が「インターネッ

トを利用できるように」、と変わってきたことも何ら不

思議ではない。将来、市民が新しい形の図書を閲覧で

きるように、新たな「道具」の使い方を教えるのがパ

ソコン教室の役割になるということも考えられる。

　電子図書の発達は、雑誌を含めて図書館の蔵書への

依存度を減らし、目的によっては図書館を利用する必

要はないと判断する利用者も出てくると思われる。

　しかし、図書の貸出・閲覧だけが図書館の機能では

ない。電子図書の利用により図書館の様々な面が効率

良く運営されるとともに利用者の利便につながる可能

性を考えると、図書館としては電子図書への積極的な

導入を図って行くべきであろう。

９　近未来の図書館・・・

　それほど遠くない将来の江別市情報図書館における

一利用者の行動を追ってみる。

・ 図書館に入り、まず「読書パネル」を借りる。読

書パネルは大きめの雑誌くらいの液晶パネルで、薄

いが例え 2階から落としても壊れることはない。タ

ッチパネルも兼ねていて、小難しいOSから開放され、

最近は値段も安くなり街中でも見かける。

・ 空いている席に座り、パネルの表示から読みたい

新聞や雑誌、図書を選び、読み始める。

・ そういえば、最近は電車の棚に雑誌を見かけなく

なった。電子図書は真っ先に雑誌会社に採用され、

そのため東京と北海道の雑誌発売の時差もなくなっ

たのはありがたい。

・ 電子化されていない本を探す時は、図書館のコン

ピュータシステムと読書パネルが連携していて、パ

ネルに本の位置が表示され、本の前まで案内してく

れる。

・ 家にも読書パネルがあるから、図書館に来る必要

はないのだが、まだまだ昔の本の匂いがするこの雰

囲気が好きで図書館に足が向いてしまう。


